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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

自分が子どもと接する時、子どもをどのような存在として捉え、どのような言葉
掛けをしているのかを振り返ると同時に、電車の中やバスの中、あるいは公園等
で、親たちが子どもたちにどのような言葉かけをしたり、どのような扱いをして
いるのかを観察して、自分自身の授業に対する問題意識を持つこと。

【予備学習ガイド】

子ども思想史特論

石橋　哲成

「子ども思想史特論」の授業においては、ヨーロッパ中世における子ども観を最
初に取り上げ、その後ルネッサンス期を経て、近世において子どもがどのように
捉え直されるようになったのかを見ていく予定である。この授業を履修するため
には、ヨーロッパの歴史を概観し、とりわけ近世における子ども思想に関する文
献を読み、基本的な理解をしておくことが要求される。

①皇至道著『西洋教育通史』／玉川大学出版部／１９７８

②岩崎次男他著『西洋教育思想史』／明治図書／１９８７

③コメンスキー著藤田輝夫訳『母親学校の指針』玉川大学出版部１９８６ß

④ルソー著／今野一雄訳『エミール（上）』／岩波文庫／２０１２（第８０刷）

⑤ペスタロッチー著／前原・石橋共訳『ゲルトルート教育法・シュタンツ便り』
／玉川大学出版部／１９８７

⑥荘司雅子著『フレーベルの生涯と思想』／玉川大学出版部／１９７５

⑦ハイラント著／平野・井出共訳『マリア・モンテッソーリ』／東信堂／１９９５
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参考文献

子どもと保育総合研究所編佐伯胖他著『子どもを「人間としてみる」ということ』ミネルヴァ書房,2013年

鯨岡峻・鯨岡和子著『保育のためのエピソード記述入門』ミネルヴァ書房,2007年

大宮勇雄著『学びの物語の保育実践』ひとなる書房,2010年

河邉貴子著『保育記録の機能と役割―保育構想につながる「保育マップ型記録」の提言―』聖公会出版,2013年

事前・事後
学習の内容

授業において、実践的な場におけるフィールドでの観察、もしくは、自らの実践を通して得た事
例、および、その事例に対する考察の発表を行うため、それらの事例の収集と検討を行っておく
こと。また、授業後は、授業時の他の事例の発表や討議の振り返りを十分に行い、自分なりの考
察を深めていくこと。

履修上の注意
実践事例の収集のために保育現場での観察等が必要となる場合は、対象園の選定や依頼について
は、事前に授業担当教員へ相談すること。

テキスト

岸井慶子著『見えてくる子どもの世界―ビデオ記録を通して保育の魅力を探る―』ミネルヴァ書房,2013年

柴山真琴著『子どもエスノグラフィー入門―技法の基礎から活用まで―』新曜社,2006年

評価方法
及び評価基準

授業内の発表や討議（50%）、期末課題等（50%）を基に総合的に評価する。

実践事例研究Ⅰ④～各自の事例報告と討議：「遊び」を支える活動媒体としての「モノ」への着目～

保育という営みを問い直す①～「ある」から「なる」を支える保育とは～

保育という営みを問い直す②～「子どものケアする世界をケアする」ということの意味～

実践事例研究Ⅱ①～各自の事例報告と討議：子どもを取り巻く実践共同体への着目～

実践事例研究Ⅱ②～各自の事例報告と討議：保育の場における実践共同体の持つ多層性～

実践事例研究Ⅱ③～各自の事例報告と討議：実践共同体の「境界」とその柔軟性の持つ意味～

実践事例研究Ⅱ④～各自の事例報告と討議：子どもの育ちを支える保育者のまなざしと援助～

まとめ

授業に関する
連　絡

本授業は講義と演習の両形式で行う。演習においては、受講者全員が、自らの観察事例もしくは
実践事例と、その事例に対する考察の発表を行い、それらに対する討議を中心に授業を展開して
いく。

実践事例研究Ⅰ③～各自の事例報告と討議：子どもの「遊び」と仲間集団～

授業の概要

　「保育」という営みを探究していくためには、その実践的課題を、個々の保育者や子どもの持
つ「能力」や「技術」の問題としてではなく、その「実践」に関わる多様な他者やモノ、環境等
との関係の中で多層的に捉える視座が必要となる。そのように多層的に保育の営みを捉えなが
ら、「子ども人間学」的観点に立って、自らの実践を省察していくまなざしを獲得していくた
め、本授業では、一人一人の受講者が実践的な場におけるフィールドでの観察や自らの実践を通
して得た事例を基に、そこから見出される課題を共有し、「質の高い実践」とは何か、その在り
方や構造について検討し、探究していく。

授業のねらい
・到達目標

　保育という営みにおける具体的な事例のなかから、そこで問われるべき実践的課題を抽出し
（「問い」を見出し）、それらを周囲の多様な他者やモノ、環境等との関係の中で適切に「問
う」ことのできる視座を獲得していくと同時に、その視座を基に、子どもの育ちやその育ちを支
える保育の在りようについて探究していくことを目的とする。

授業の方法・授業計画

ガイダンス

「子どもをみる」ということ①～子どもをみるまなざしを規定する子ども観・発達観／自らの枠組みへの気づき～

「子どもをみる」ということ②～「子どもを共感的にみる」ということの意味～

「子どもをみる」ということ③～「子どもの育ちをみる」ということ／共感的理解を妨げるもの～

実践事例研究Ⅰ①～各自の事例報告と討議：子どもを取り巻く関係構造への着目～

実践事例研究Ⅰ②～各自の事例報告と討議：「気になる子」を生み出す関係構造～

開 講 期 １・２年次

科 目 名 保育実践研究

担 当 者 髙嶋　景子
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